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1 発達に課題を抱える児童の通学や通所の支援

発達に課題を抱える児童等が通学などの支援に利用する「移動支援
事業」について、利用時間帯の朝と夕方は、介護を必要とする障害
者・高齢者と送迎の時間帯と重なっているため、支援にあたるヘル
パーが不足し、利用のマッチングが難航するケースが多い。
既存の仕組みの活用も引き続き検討するが、今回、就労するご家庭
の保護者と子どもが安心して通学や学童クラブ等を利用できるよ
う、企業や大学、NPO団体など新たな支援の担い手を開拓したい。

障害者・高齢者の支援に関する福祉人材
が不足しているため、利用希望者のニー
ズを充足することが困難になっている。
そのため、既存の福祉人材によらない資
源の活用により、子育て家庭のニーズを
充足したい。

令和6年3月31日

https://www.city.chiyoda.lg.jp/ko

ho/kenko/shogaisha/techo/zaita

ku-nichijo-shien/shienjigyo.html

2 区内のドブネズミ対策

ドブネズミの生息数を減らすため、エサとなっている生ゴミがドブ
ネズミの食害を受けない（受けにくい）手段・方法について、以下
のような提案を募集する。

（例１）ドブネズミは、ハーブ系の匂いが苦手であり、これを利用
したネズミの忌避剤も市販されている。市販忌避剤は、スプレータ
イプでその都度ネズミの通り道やゴミ袋に噴霧する必要があり、効
果の持続性や汎用性に課題がある。通常のゴミ袋と同程度の費用で
あり、かつ、ドブネズミを忌避する効果のあるゴミ袋の導入

（例２）飲食店等の事業者から排出される生ゴミは、回収まで長時
間屋外に置かれることが多く、その間に、ドブネズミの食害を受け
ることが判明している。生ゴミの回収までの時間を極力短くでき、
かつ、生ゴミを排出する事業者の費用負担がこれまでとあまり変わ
らない方法

ドブネズミの生息数を減らすためには、
エサとなる生ゴミの取扱いをはじめとす
る生活環境の改善（生活環境の美化）活
動が必須である。
大規模なインフラ整備を行わずに実施で
きることを前提とし、また提案の実行に
あたっては、町会、商店会等と協力する
必要がある。

令和6年3月31日

https://www.city.chiyoda.lg.jp/ko

ho/kurashi/kankyoese/gaichu/ne

zumi.html

3
区内における食品ロスの削減に向けた取組み
の推進

区内における食品ロスの削減に向けた施策の提案を募集する。

食品ロスとは、本来食べられるにも関わ
らず廃棄される食べ物のことであり、国
内においては食品の生産、製造、販売、
消費等の各段階において、大量の食品ロ
スが発生している。在住区民に加えて、
業務機能が集中し、約85万人の昼間区民
を抱える千代田区にとっても、食品ロス
の削減は区民・事業者・区が協働して取
り組むべき喫緊の課題となっている。

令和6年3月31日

https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/kenko/shogaisha/techo/zaitaku-nichijo-shien/shienjigyo.html
https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/kenko/shogaisha/techo/zaitaku-nichijo-shien/shienjigyo.html
https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/kenko/shogaisha/techo/zaitaku-nichijo-shien/shienjigyo.html
https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/kurashi/kankyoese/gaichu/nezumi.html
https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/kurashi/kankyoese/gaichu/nezumi.html
https://www.city.chiyoda.lg.jp/koho/kurashi/kankyoese/gaichu/nezumi.html

